
USB のバックアップを行う 

 

ご利用前または変更を行った時はバックアップを行って下さい。トラブルがあった場合に復元処理を行う事で
バックアップ時点に戻すことができます。バックアップデータはハードディスク内の Document/UsbSetting フ
ォルダに作られます。バックアップデータは圧縮し保存されますが、一時的に USB メモリ容量と同じ空き容
量が必要です。ハードディスク(C ドライブ)に空き容量がない場合はバックアップできません。特に 32G,64G

の大きな USB メモリでは事前にハードディスクの容量確認をしてください。 

① UsbStart をダブルクリック 

※自動起動（UsbQuickStart）をセットアップされている場合は「しばらくお待ちください」が消える前に「キャンセル」ボタン→終了
しますか？→「はい」を選択してください。 

② SETTING ボタンをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

③ UsbSetting/バックアップ 

  バックアップ／復元は USB の個体
単位で行われます。同じ製品でも
1 本づつ個体別に行って下さい。 

※バックアップは C ドライブに一
時的に USB メモリと同じ容量の空
きエリアが必要です。バックアッ
プファイルは最終的に圧縮保存さ
れます。 

※バックアップは何度でも行えま
すが毎回上書きされ最終のバック
アップのみが残ります。 

この画面が表示されない場合はシフトキ
ーを押しながら UsbStart をダブルクリ
ック又は 

Setup フォルダ内にある UsbSetting をダ
ブルクリックして下さい。 



USB の安全な取り外し操作が必要です 

UsbRemove 

 

USB メモリを取り外す場合はファイル破損を防ぐ為に操作が必要です。USB をいきなり抜かないで下さい。 

手順 ①ソフトを終了させる→②USB の取り外し操作→③「安全に取り外せます」のメッセージを確認（重
要）→④USB を取り外す 

※②の取り外しは UsbRemove.exe 又は Usb 安全な取り外し.exe  をダブルクリック又は UsbSetting

の ”USB Eject”ボタン をクリックします。 

 

 

 

 

USB メモリがセキュリティーソフトの検査など何等かのソフトでアクセスされている場合は、そのソフトが終了し USB が開放される
まで取り外しができません。この制限は Windows が USB 破損を予防する為の仕様です。しかし USB をアクセスしているソフトが不明
で終了できない場合があります。この場合は以下の強制取り外し操作を行って下さい。 

 

■USB の強制取り外し 

USB メモリを選択して右クリック→“USB の取り出し“を選択→（USB が利用中の旨のメッセージ）→「継続」ボタンをクリック→右下
に「安全に取り外せます」のメッセージを確認してから USB を取り外して下さい。 

※パソコン電源が切れている場合は、USB へアクセスしているソフトはありません。ソフトの強制終了ができない場合は、少し待って
からもう一度実行するか、又はパソコンのシャットダウン後に USB を抜いてください。 

 



自動起動について 

UsbQuickStart 

 

コンテンツを参照する場合は UsbStart をダブルクリックします。 

この操作を自動で行う事ができます。自動起動設定は任意の設定になりますので必要に応じて設定を行って下
さい。 

Setup フォルダ内にある UsbQuickStart は、UsbStart を自動実行するソフトです。USB メモリが挿入されると自
動で UsbStart を実行します。よく利用される場合は操作の手間が省け便利です。 

 

UsbQuickStart を実行するとパソコンにセットアップされます。 

もう一度実行するとアンインストールされます。何度でもセットアップ／アンインストールができます。 

 

■制限アカウントでの利用 

大学や企業などで制限のあるログインアカウントで利用されている場合は、UsbStart などの新規ソフトの実行
が制限されている場合があります。フトウェアーセットアップができないパソコンは、制限アカウントでの利
用です。この場合は、制限のない別の PC でご利用されるか管理者権限で設定が必要になります。 

設定は事前に UsbQuickStart をセットアップすると制限アカウントでも本 USB を利用できるようになります。
ただし、UsbQuickStart は管理権限で実行する必要がありますので PC を管理されている情報システム担当者の
協力が必要になります。 

 

■自動実行をキャンセルする 

UsbQuickStart をセットアップしているパソコンでは、setup フォルダにアクセスができません。バックアップ
の復元の場合は UsbQuickStart を一時的にキャンセルする必要があります。 

 

① 「しばらくお待ちください」のメッセージが消える前に「キャンセル」ボタンをクリック→「終了します
か？」→「はい」を選択 

② シフト―キーを押しながら USB を挿入する。（自動実行が一時的にキャンセルされます） 

③ TOOL フォルダ内の UsbBack を実行する。（UsbBack は USB によって付属せれていない場合があります） 


